










































































































































































































図24 水盤舎 虹梁間金物
図25 水盤舎 唐破風間金物
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4唐  草

御結構書によると草唐草,葉唐草,黄蓮唐草等と分け

て記載されているが,ただ唐草と記されているものも,

葉形を備えた唐草である。

水盤舎には,唐破風の木口包金物,柱貫の木口包金物

に見られるような,茎部が太く,曲線がくびれていて,

節のあるモチーフのもの,あるいは,角柱金襴巻出し金

物の如く茎の先につく形体が葉かぐりの変形,または雲

の形にも似て明確にモチーフの断定しがたいもの等があ

る。(図 6参照)

神厩においては蔓のデザイン化された唐草が最も多く

用いられているが,桟唐戸の鎌手金物の中に 2, 3唐草

の蔓と葉の間の空間に,円形状のものの刻まれているも

のもある。

脇障子楯の木口包金物厚みの部分,長押の木回包金物

鈎は点の連続によって形づくられた蔓のみの唐草であ

り,こ の唐草はコンマ (,)形の先端部に必ず波形のひ

げ状の蔓を有する。 (図29参照)これは他の唐草の中に

も,例えば八双金具の先端近くを埋める所等に同じひげ

状のパターンを見ることができる。この点彫は, 日光に

おいては,表門背面の燈籠 2基,ほかには前田綱紀の収

集品「百工比照」の釘隠しの縁に,ま た仁和寺金堂板扉

定木縁の面金物に同様の文様が見られるが, この点彫は

各各目に立ちにくい場所を装飾している。

これと対称的に,神厩の中でも最も目に立つ脇障子に

付けられているのが,御結構書に鉄線唐草 (鉄仙唐草)

と記載されている文様である。(図30,図 31参照)

牧野富太郎博士によると,鉄線は寛文年間 (1661～ 16

73)に中国より日本へ渡ってきたとされているが,こ の

ことは神厩が建てられたとされている寛永造替時より30

～40年を経ている。これを信用すると,鉄線の絵または

文様が先に日本に渡ってきたか,または鉄線がもっと以

前に日本に存在していたか, この文様がモチーフのない

単なる六弁花をデザインしたものであるか,あるいは寛

文年間以後に金具または文様を取りかえたかということ

になる。

この脇障子の花のデザインは大体のところ,統一され

ているが,細部は少しづつ異なっている。花の 1弁 1弁

の中央に線を彫り花の芯部に至るが,雄しべ雌しべの彫

り方が隅・八双 。間金物の間で,それぞれ少しづつデザ

インが異なっている。また花の側面も色色にデザインさ

れている。花形・芯の形・茎が蔓状であることなど,鉄

線の特徴を備えていると思われるが,葉は鉄線の卵形あ

るいは卵状皮針形とは異っている。他に鉄線といわれる

文様にもこの形が見られるのはなぜであろう。デフォル

メによるデザイン化か,あ るいは観念的なイメージが固

定化し類型的に表現されたのであろうか。

江戸期の「百工比照」の釘隠しを見ると同じようなデ

ザインをそこに見ることができるが, これも鉄線文様と

されているものである。江戸中期以後に至ると,能装東
・紅型などに広く用いられたようである。縫箔能装東,

片身替の「鉄線唐草に扇」の文様は桃山期のものとされ

ているが,花弁が 8枚のため,同 じきんぼうげ科の「か

ざぐるま」としているものもある。

「かざぐるま」は 8弁,鉄線は 6弁と牧野博士は植物

学上から区別されているが,文様上 (絵画上),そ の特

徴を意識的に区別して描いたかは疑間である。その他鉄

線文様としては西本願寺白書院雁の間天丼 (こ の絵の

鉄線は七弁の花もある),延暦寺根本中堂中陣 (寛永17

年),妙心寺塔頭天球院の襖絵(寛永12年),三宝院客殿

帳台構の金具(慶長 3年),祗園祭長刀鉾木金具,祗園祭

難鉾化粧梁金具などを近藤豊氏はあげている。近藤氏に

よればこれらによって,桃山期には既に渡来していたか

も知れないとされている。西本願寺白書院には他に雀の

間天丼に白い鉄線の絵が描かれている。西本願寺大書院

は表向の対面所 (鴻の間)奥向の自書院よりなり,古 く

は伏見城遺構と伝えられて来たが,最近の調査で古記録

にある1632年 (寛永 9年)に新築,当初対面所のみを建

て,のちに別個の白書院をつけて一つの建物にまとめた

と考えられるにいたった建物である。
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いづれにせよ御結構書の書かれた宝暦 3年には,すで

に鉄線は存在し大谷甲斐が,その形状から判断したか,

あるいは言い伝え,ま たは文献などから鉄線と断定した

のかは,現在に至っては定かではないが,宝暦年間と現

在の文様とは一致することは明らかと思われる。

なお,正面脇障子裏の隅金物の八双金物の上に付けら

れている部分が欠損したのであろうか,明 らかに新しく

取付けられたものであると思われる。 (図 32参照)こ の

ように金具は部分部分の取り変えはおこなわれたかも知

れないが,統て一度に取りかえるということは,普通は

あまりおこなわれないことであろう。境内で脇障子一ヵ

所のみ,鉄線唐草であれば,新しい渡来種の花をデザイ

ンして, もっとも日立つこの場所に置いたということも

考えられるが,同様の文様が他にもあるため, この場所

のみ,寛文年間以後に金具,ま たは文様を取り変えたと

いうことはいえないのである。

日光東照宮においては,鉄線らしき文様は他にもあ

り,錫金具としては,神輿舎の虹梁の金物,神楽殿丸桁

の座金物等がこの脇障子の文様と同様のモチーフを使っ

ている。

また彩色されたものにも鉄線らしいモチーフのものが

あり,神楽殿台輪,経蔵に帯状の連続したモチーフ,本

殿将軍着座の間,石の間,に七弁花のモチーフ,石の間

天丼,唐門の軒裏板に極彩色の花を中央に配し蔓をのば

した文様などが目につく。彩色されたこれらの文様はそ

れぞれデザインが異なっている。

このように東照官においては鉄線らしき文様がそこ,

ここに見られ, また西本願寺などですでに描かれている

ところから,東照官ができた頃には,鉄線が絵画,あ る

いは文様だけにしろ,すでに広く知られ人びとに愛好さ

れていた文様ではなかったか,また鉄線の花としての地

位が,東照官を飾るにふさわしい格式をすでにえていた

のではなかったかと想像されるのである。

図28 神厳 桟唐戸鎌手金物

図29 神属 長押木口包金物
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図30神厩 脇障子隅金物

図31 神腐 脇障子間金物

図32 神層 脇障子八双金物
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5雲  形

金襴巻出し金物下部金物の一番下に付けられている雲

状の形態であるが,そ チーフがはっきり雲だという断定

はできがたい。本来の金欄巻には必要ないはずの文様で

ある。(図 6参照)

6鶴

懸魚の置紋として鶴丸がつけられている。鶴をデザイ

ン化して翼を丸くまとめた形である。(図33参照)

7葵  車

単位モチーフは葵の葉であり,葵は馬兜鈴科に属する

植物でフタバアオイまたはカモアオイ,学名を雙葉細辛

という。

御結構書においては,唄金具の円座回りに葉が並置構

成されているため,葵車と呼んだと思われる。 (図 17参

照)

8三 葉 葵

徳川氏独占の紋で一門親藩がこれを用いた。本末を区

別するために,種類を増し,六葉葵・花葵・蔓葵・寄葵

などが生じた。一間中で用いた葵紋にも表裏・葉脈の多

少によって区別したが,徳川宗家においても葉脈の数は

概して初代は多く,後世に至って,その数を減じた。

文政年間御服所,後藤縫殿助の御紋控書によると家康・

秀忠・家光の三代は33藁であるという。将軍家,御三家

はいずれも葵巴を用いていた。

徳川氏がこの紋を用いた過程については,諸説があ

る。(図 34参照)

9唐 花 紋

御結構書に唐花の名称のあるこの紋は,いわゆる唐花

と呼ばれている紋とは異なり,葵紋の多様化した紋であ

る。

パターンは円内放射状に並んだ葵の葉から成りたち,

日本紋章学において葉数の多寡にしたがって分類された

葵紋の中に六葉のモチーフのものとして 3種類に大別さ

れている。

六葉葵・六葉裏葵 。花葵・唐花葵等と名づけられ,神

104

厩・水盤舎は多くが唐花葵紋であるが,(図 35参照)水

盤舎鬼板の置紋,唐破風の置紋は中央部分が花であり花

葵に分類されると思われる。(図21,図 25参照)

図33 水盤舎 懸魚

図%水 盤舎 柱貫置紋

図35 神属 妻破風散し紋金物
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2 文様構成について

文様はそれを構成する単位文様に分解することができ

るが,こ の単位文様は素材別にしたがってみると,幾何

学的図形,あ るいは自然形象図形,人工物形象図形等か

ら成り,こ の単位モチーフの単数あるいは複数の組合せ

により文様は構成されている。

神厩・水盤舎の文様について見ると,非常に多く幾何

学的文様が用いられている。

これらは単位モチーフとして,直線,ま たは曲線を一

定の比率によって組合せた形体,いわゆる幾何学的図形

を用い,単位モチーフを一定の比率をもって規則的に二

方,あ るいは四方へ繰返す構成をおこなっている。

単位モチーフが同種の図形で,単位モチーフ同志が連

続している構成としては,例えば単位モチーフが斜めの

直線で,斜めのみの直線の構成をしているものに,折入

稲妻・稲妻 。折入万字・鋸歯形がある。

歯形は長方形の最下辺の角がけずれて,弧を描いた単

位モチーフで,直線と曲線の構成である。単位モチーフ

が同心円の円弧で,円弧による曲線構成のものに青海波

があるが,神厩の浪文様の場合には同心円の円弧がいさ

さか不規則に構成されているため,完全な幾何学的構成

とは異なっている。

その他,単位モチーフは単一であり,単位モチーフ同

志,規則的な配列であるが,接していない構成のものに

円形のモチーフをもつ水玉文があり,帯状に配列されて

いる。

また単位モチーフに副文として純粋な幾何学的図形以

外のモチーフが,添加されている構成文様としては,七

宝 (円または楕円の単位モチーフ,円による曲線構成),

道菱 (斜方形の単位モチーフ,斜線のみによる直線構

成),亀甲 (六角形の単位モチーフ,斜線と垂直線によ

る直線構成),蜀紅 (単位モチーフは八角形お よび方形

という異種の幾何学的図形よりなり,斜線 。水平線・垂

直線による直線構成)があり,各各の図形内に花形が配

されている。

そのほか純粋な幾何学的図形,あ るいは具象的図形か

ら発展・変形したモチーフとしては花菱があり,四方斜

方向に規則的に配列されている。この花菱をはじめ,唄

金具に使われている七宝,あ るいは葵の葉の単位モチー

フで,御結構書において葵車と呼ばれている文様は,唄

金具の椀形状の形体に添って放射状に文様構成されてい

る。

これら幾何学的文様の多くは具象文様の地文として錫

金具に使われており,例えば稲妻の上に枝牡丹が置か

れ,蜀紅の上に鶴,道菱 とともに牡丹が構成されてい

る。このほか唐花紋 。三葉葵紋も単独に,あるいは地文

様の上に配置されている。唐草もこの唐花紋の地文とし

て使われている。

神厩・水盤舎には,鉄線唐草 。点彫の唐草・茎部(蔓)

に葉形の付属した唐草,茎部に節のある唐草などのモチ

ーフが用いられているが,こ の構成は波状曲線が主体で

あり, この曲線の構成により決定される。規則的に蔓を

配し,パ ターン化された曲線構成の形式と自由に蔓を配

した曲線構成の形式のものが見られる。

規則的に構成された唐草としては,神厩裏甲,茅負の

唐草(図 36参照),あ るいは長押の切金物の点彫の唐草に

みられるように,鋳金具の形にしたがって左右反転した
パターンで蔓が伸びている構成,中央唐花紋を置いてい

るものもある。また神厩妻破風の木口包金物のみにみら

れるコンマ形の単位モチーフからなる帯状連続した構成

のもの(図37参照),鈎のように S字パターン, コンマ形
パターンの組合わされた形体,水盤舎軒廻り平瓦木口包

金物の左右対称形の蔓のパターンあるいは草の間長押の

六葉唄頭に,と もえ形状に内側に巻いた円形の唐草があ

る。(図38参照)また脇障子木口包金物,遠侍上り回の
金物は平面構成であるが,木口包金物は方形の角角に菱

割文,中央の円に唐花紋,その間の空間をうめるために

唐草がもちいられている。この木口包金物を縦半面に切

ると中央より左右対称形式であり,下の辺の中央より草
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図36 神属 裏甲間金物
図37 神厩 妻破風木口包金物
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図38 神厩 草の間長押六葉金物

図39 水盤舎 丸桁木口包金物

が生えるように上にむかって蔓がのび,紋のまわりにか

らまっている。遠侍上り回の金物は,菊座の外側上下左

右 4ヵ 所より対称反転して蔓がのびている。

自由にのびている構成の唐草としては,九桁の木口包
金物 (図39参照),対称形に近いが,金欄巻出し金物(図
6参照),脇障子の鋳金物 (図30,図31,図 32参照)が
ある。中で脇障子の鉄線唐草は鉄線の自然形の茎の姿に

近く,一方向から茎が一方,あるいは三方へのびて,金

具の形にそって平面を埋める形をとっている。

いずれにせよ唐草は,錫金具の形体にしたがって形づ

くられた空間を意識し,こ の空間を埋める目的をもって

デザイン化されていると思われる。
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